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現代 日本人小児の成長 ・成熟の基準値 とその特性

内容の妻旨

安　藏

　 1:1本人 小 児 の 健 康 評 価 にi3,日 本 人固 有 の 成 長 ・成 熟 居準 値 が 必

要 不 町 欠 で あ る。 しか し.従 来 の 基 準 僚 に は い くつ か の 問 題 点 が あ

る 。i)体 重 基 準 旗(文 認 科 学 省 全 国 調査 戚 観}が 平均nn± 標 準 幅 差

で 表 示 され て い る 、2)7歳 以 降 の頭 囲2kiV!U4が 存 在 しな い 、3)骨

成熟 基準 値 が 存在 しな い 、 な どで あ る。

　 a研 究 で は 、 硯 代 日本 人小 児 の 成 民指 標 と して 、厚 生 労 働 省 全 国

調査 資料(男8511名 、 女8110侶 、0-7歳.1990年1,経 済産 業省 所

管 の 季.ヒ団 法 人 人 「II(!Y活工 学 研 究 セ ン ター 全 国 調 査 資 料{男5654名 、

SCJ620名 、7～13歳 、1992-1994年)を 用 い 、 現 代1:1本 人小 児 の 身

長 、　体 亟S、　頭 囲 　(0、18歳}、 　腹 囲 　く腸 骨 俊rx)、 　BoJy　 mass　 indcx

{BM巳 、7、 巳8inY)、の 年 齢 別 性 別 基攣 値 を作 或 し た。 橿 準 偏 差 ス コ

ア の 算 出 に は 、 デ ー タの 分 布 に 影 響 され な いLMS法 を 用 い た。 また

現 代 日本 人小 児 の 戚 熟 指 標 と して 、 日本 体 育 協 会 調 盗 資料(男1070

名 、 女 」037名 、7一18歳.1986年)、 都 内 私.¢女 子小.中 、 高 校 生 資

料(2234名 、9-19歳 、1989年)、 慶 懸 義 熟 大 学 病 院 外 来 男子 患 者 資

料teas名 、0-16112、1985-1995年}を 用 い 、 現 代ria人 小 児 の 、

第1基 節 骨 種 子 骨 蹴現 年 齢 中 央 偵 、 第 且中 手骨 骨 端 骨 癒 合 完 了 年 齢

中 央 偵 、 椀 骨 違 紘 端 骨 端 骨 癒 合 完 了 年 鈴 中 央 値 、 初 経 年 齢 中 央Ulf

{status-yua法).年 齢 別 精 巣客 積 基 聖 値(0、16歳)をf午:成 した 。

　 これ らの 基 準 簡 を1978-1981隼 日本 現 格 協 会 調 査 成 績 お よ び 海 外

の 成 組 と比 較 し、 以 下 の 戒績 を 得 た。

1)頭 囲=今 回 作 成 した 日本 人頭 囲50バ ー セ ン タ イ ル値 は 、1978-

ig81隼 調 査 成 績 に比 し、 男 で 最 大I　Icm、 女 で 最 大1,3cm増 加 した 。

日本 人頭 囲 身 匠比50バ ー セ ン タ イ ル値 はIY7A-1981年 調 査 成 績 とほ

ぼ 一・致 した こ と 、17歳 男 女 の 身kは1994年 以 降 変 化 して い な い こ と

{文 部 科学 省 学 校 保 箆 統 計 全国 調 在 戒 績)か ら,日 本 人 男 女 の頭 遡 の

1(9UII傾向 は.身 艮同 様 に終 息 した と推 測 され る。

z}BM1:今 回f'E4Qし た7、18礎 日本 人男 子BM150、97パ ー 七 ン タ イ

ル値 は 、1978-wai年 調 賓1成績 を そ れ ぞ れ 最 大0.6A、3.R4.ヒ 回 り 、

1990年 イギ リス 人 男子 基準 埴 を そ れ ぞれ 倣 大0.醒 、2.43L回 っ た。 日

本 人'JJ.f一にお け る 「高度 肥 満 」 の増 加 傾 向 は 、 イ ギ リ ス 人 の そ れ を

上 回 る。

3J骨 虞 熟 、性 成 然:日 本 人男 女の 第1基 節 骨 種子 骨 出 現 年 齢 は 、 ス

イ ス 人(1954～ 匡976年 チ ー 一 リ ッ ヒ縦 断 的 戚 長研 究)に 比 し、 男 で

0.,,女 でL1年 早 く、 日本 人の 初 経 年 齢 は 、 欧 米 人 〔1966年 イ タ リ ア,

1966、1991年 ス ペ イ ン、1987-1997年 ア メ リカ 、1998-1999年 イ ギ

リス)に 比 しo.a-o.6年 早 く、 日本 人 の梢 巣 容 量3ml到 達 時 期 は 、 ス

イス 人(1954^1976　 チ ュ ー リ ッ ヒ縦 断的 成 長 研 究)に 比 し0コ 年IF

か っ た。 日本 人 の 成 熟 テ ンポ は 、欧 米 人 よ1〕 も05～1.0卑 早 い こ とが

判 明 した。

憤

論文審査の要旨

　 本研究では,1.1本 人小児の成 艮 ・成熟 の新た な基堅値 を作成 した。

従来のAL+4!fiAが、デー タの 収集、処 理、 表示方法 におい て不.卜分 な

もので あ ったため 、D偲 別 デー タが利用 ロ∫能 な資料 に基づ くholy

mass　index、 頭 囲/身 長 比 な どの 新 た な 艦準 値 、　z}締 巣容 積 、

stains・qol,法に よる初経年齢 な ど噺た に収 集 された資料 に基づ く成熟

指標 を作成 した。 さらに、これ ら新たな 基準 照 を、 日奉 入に 関す る

遇去の威績 お よび海 外の破績 と比較 検討 した。その縞 果 、以.ドの3

点が判明 した。Uet人 男女t3,過 体 重化傾向 にあ る。 この傾向は

　 r一の高度過f?7i　 におい て顕 著 であ,.イ ギ リス人91　f一の それ を

上回る。z}日 本 人男 女の頭 囲のsecuh　 vendtl終 息 した。3)日 本 人

男女 の性 或熟、骨戊熟 は、白人に比 し、約os-LO年 早い。

　 審査で は、 まず 、1.Si!@fiGPFW%33よぴ国瞭比較 に用 いた資料 の調査

年次 が一致 しない との指摘 があ った。今回 基準 値作成 に川い た資料

と同年代 に収 集 された欧米 人の 骨成熟 資料 、期 巣容量 費料 、Oか ら

18歳 までを包括 する頭 囲資料 は な く、や むを えず古 い欧米 人資料 を

比較 対象 と した,今 圓の国 際比 較 におけ る両rの 差 には.人Nri差 に

加えて[1本 人の早熟 化の 影響が 含 まれてい るli∫能性 は否定で きない

と回答 された。次 に骨年齢 判定 方法 におい て.判 定 基瀧の突例 が示

されてfi　hず 、 判定 縞果の 容観 性の 検証が な　 itて いない との指 摘

があ った。 種子骨tNlk3iよ び骨 端骨癒 合完 了の判定 は、疑いが もた

れ るような場 合 には陰性 と判定 す る ことと し、判定者 は性別 以外 の

情報 を知 らされ ていな かった、 と回 答 された。#f.,初 経宰齢 の検

討 におい て、都 内私 立学校 生 を対 象 とした調査 成績 を11本 人の代表

値 とす るこ との妥 当性 につ いて質問 され た。更な る検.PIな くして今

回の戚績 を 日本 人の代 表埴 とす るこ とには 問題 があ るが 、東 京近郊

での 日常 診療 に使鯖 † るため には 、全国資料 に基づ く基準偵 よりも

有用で ある と回答 され た。初経年齢 が低年 齢化 してい るよ うに見 え

るの は、過去 の成績 の 平均 値 を今 回の成績 の中央値 と比較 してい る

ため ではない か との揃摘 があ り,そ の点 に閲 しては今 後 の検 討課題

であると回答YfLた 。 さらに、　z時 点 の磯績 から頭 囲のuvular　vcnd

が終息 した と結論づ け るのは妥 当か との 質閻 に対 し、頭 囲/身 長比

の年代変 化が見 られ なか ったこと、身侵のsttuler　trendが終息 したこ

とか らこの ように結譲づ けたが 、今後 田歳 までを包括 す るna人 頭

囲計測調査が行 われれば確認 呼能 と回答 された。

　 最後 に、今 後の検幽吋課題 と して,民 頭 、冠頭 な ど頭 部 の形状 、座

高下肢 艮比 、手媛/身 優比 な ど、プ ロポー シ ョンに閲す る基 準値の

必 要性 が強調 された。 以.ヒの よ うに、本研 究で は縞論 の 一部 につ い

て妥 当性の問 題はあ る ものの 、 日常診療 に必n不 可欠 なデー タを改

訂 、新た な基 準値 を作 成 した点 で,価 値 あ る研究 であ る と評 価 され

た。
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